
科目番号 授業科目名 学生の学習目標 学年 Q1 Q2 Q3 Q4

12001 法学概論 1～4 2

12012 民事法入門Ａ 1～4 2

12013 民事法入門Ｂ 1～4 2

32021 憲法（人権）Ａ 1～4 2

32022 憲法（人権）Ｂ 1～4 2

32023 憲法（統治）Ａ 2～4 2

32024 憲法（統治）Ｂ 2～4 2

32027 刑法総論Ａ 2～4 2

32028 刑法総論Ｂ 2～4 2

32029 刑法各論Ａ 2～4 2

32030 刑法各論Ｂ 2～4 2

32061 民法総則Ａ 2～4 2

32062 民法総則Ｂ 2～4 2

32063 物権法Ａ 2～4 2

32064 物権法Ｂ 2～4 2

32065 債権総論Ａ 2～4 2

32066 債権総論Ｂ 2～4 2

32067 債権各論Ａ 2～4 2

32068 債権各論Ｂ 2～4 2

32051 家族法 3～4 2

32381 特講（法学検定Ⅰ） 1～4

32383 特講（法学検定Ⅱ） 1～4

※科目によっては，年度により開講しないことがある。

※開講学期は，変更することがある。

副専攻名 総合法学

副専攻のCP(カリキュラム編成方針）

様々な学問分野から学生を受け入れることを想定している法科大学院標準（未習）コース進学を目指す学生のための副専攻である。専門基礎科
目（法学概論・民事法入門Ａ・Ｂ）及び憲法・刑法・民法の科目から構成される。

副専攻の学習成果

法学の基本的理念・概念や、法学の諸分野間の関係を説明できる（法学概論、民事法入門Ａ・Ｂ）。
主要実体法（憲法・刑法・民法）の体系や基本的概念、重要判例の趣旨等を説明できる（憲法（人権）Ａ・Ｂ、憲法（統治）Ａ・Ｂ、刑法総論Ａ・Ｂ、刑法
各論Ａ・Ｂ、民法総則Ａ・Ｂ、物権法Ａ・Ｂ、債権総論Ａ・Ｂ、債権各論Ａ・Ｂ）。

副専攻を構成する科目
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